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繋ぎ飼い牛舎における牛床の状態が牛に及ぼす影響
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パドック飼養中は搾乳のために8:30～ 9:30と 15:30～
1 は じ め に

16:30は牛を牛舎内に移動した。

牛床の素材や状態が牛に及ぼす影響をみる場合,フ リー    4)調 査項目 :起立・横臥の時間と回数
ストールであれば,牛は自ら休息場所を選ぶことができる   12)試験 2
ため,牛床の利用率から牛床の性能をある程度判断できる。    1)供 試牛 :福島県畜産試験場乳牛舎において硬質ゴ
ー方,繋ぎ飼い方式では,牛は繁留により自由に休息場所  ムマット上で飼養しているホルスタイン種成雌牛 3頭を用
を選べないため,牛床による牛への影響を判断するのは困  いた。
難である2ヽ                         2)試 験区分 :表 2のとおり

一般に,牛床素材の性能では,起立・横臥動作のしやす    3)調 査方法 :試験 1に準ずる
さや柔軟性などが重要視される

1)'tそ こで,繋ぎ飼い牛    4)調 査項目:試験 1に準ずる
舎で牛床素材の種類が牛に与える影響を,起立・横臥行動

から比較検討した。 3 試験結果及び考察
2試 験 方 法

(D 試験 1
0)試験 1                        1)全 頭で1日横臥時間は試験区 (パ ドック)の方が

1)供試牛 :福島県畜産試験場乳牛舎において硬質ゴ  対照区 (硬質ゴムマット)よ りも長くなる傾向がみられた。
ムマット上で飼養しているホルスタイン種成雌牛 3頭を用    2)全 試験区で,対照区よりも昼間の横臥時間が減少
いた。                          し夜間の横臥時間が増加する傾向がみられた。

2)試験区分 1表 1の とおり               3)全 頭で横臥回数は昼間と夜間ともに,対照区より

3)調査方法 :牛の72時間 (3日 間)の起立・横臥行  も試験区の方が少なくなった。
動を,ビデオにより1分おきに記録した。           4)1回 当たりの横臥時間は,1日横臥時間と同様に,

搾乳,給餌など人が作業をしている時間帯を含んだ6:00  全試験区で昼間より夜間の方が長くなる傾向がみられた。
～18:00の 12時間を昼間 それ以外の12時間を夜間とした。    5)試 験区では給餌や搾孝しの影響がある8時と16時前

表 1 試験区分 (試験 1)

供試牛Nα              試験区分                   調査時期
No l    対照区    硬質ゴムマット (120× 160× 15cI)       パ ドック飼養開始前

試験区    パドック 0‖砂)(200× 300cm)        パ ドック飼養開始後30日 目
m2    対照区    硬質ゴムマット (120× 160× 15ca)       パドック飼養開始前

試験区    パドック (川砂)(200× 300cI)        パドック飼養開始後30日 目
Nα 3    対照区    硬質ゴムマット (120× 160× 15cm)       パ ドック飼養開始前

試験区    パドック (川砂)(200× 300cn)        パドック飼養開始後30日 目

表2 試験区分 (試験 2)

供試牛NQ              試験区分                   調査時期
No 4    対照区    硬質ゴムマット (120× 160× 15cm)       試験区開始前

試験区    マットAゴムチップ波状 (122X172× 5m)   マット設置後112日 目
Nα 5    対照区    硬質ゴムマット (120× 160× 15cll)

Nα 6    対照区    硬質ゴムマット (120× 160× 15cn)

試験区開始前
試験区    マットB軽量ゴム板状 (114× 180× 2 cm)    マット設置後112日 目

試験区開始前
試験区    マットCフ ァイバーゴム板状 (200× 300cm)   マット設置後112日 目
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試験 1

供試牛h

表3 横臥時間・横臥回数 (試験 1)
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図 1 起立・ 横臥行動 (試験 1)
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後の時間帯を除いて,長時間の起立がみられなかった。

12)試験 2

1)全頭で1日 の横臥時間は,試験区 (マ ットA・ B・
C)の方が対照区 (硬質ゴムマット)よ り長くなる傾向が

みられた。

2)m4(マ ットA)と N● 6(マ ットC)では,対照
区と比べて昼間の横臥時間が減少し,夜間の横臥時間が増

加する傾向がみられた。NQ 5(マ ットB)は昼間と夜間と
もに試験区の方が横臥時間が長くなった。

3)横臥回数は,m4(マ ットA)の昼間で少なくな
り,NQ 6(マ ットC)の夜間で多くなったが,そ れ以外で

は差がみられなかった。

4)1回当たりの横臥時間は,全頭の試験区で昼間よ
り夜間の方が長くなる傾向がみられた。

以上の結果から,横臥時間と 1回当たりの横臥時間は,
パドックとマットA,B,Cで 昼間より夜間で増加する傾
向がみられた。横臥回数はパドックでは減少したがマット

A,B,Cで はあまり変化がみられなかった。
牛床素材をマットA,B,Cに することで, 1日 の横臥
時間,特に夜間の横臥時間が長くなる効果が得られた。

図 2 起立・ 横臥行動 (試験 2)

4 ま

繋ぎ飼い牛舎において,牛床素材の種類が牛に及ぼす影

響を検討するために,3種類の牛床素材 (マ ットA,3,
C)を使用して牛の起立・横臥行動を調査した。また, こ

れらのマットの効果を起立・横臥行動に障害のない状態で

の牛の行動と比較するため,パ ドックでの調査を実施した。

1回当たりの横臥時間と合計の横臥時間では,パ ドックと

マットA,B,Cで 同じ傾向がみられた。横置同数はパドッ
クでは減少したがマットA,B,Cでは変化がみられなかっ
た。
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表4 横臥時間 。横臥回数 (試験 2)
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